「ことば」としての名号--特に「論註」を中心として by 大門 照忍
「
こ
と
ば
」
と
し
て
の
名
号
!
特
に
『
論
註
』
を
中
心
と
し
て!
ー
 
は
じ
め
に
 
名
号
を
論
理
的
に
解
明
し' 
実
践
的
に
批
判
し
て
如
実
修
行
相 
応
の
意
義
を
教
示
さ
れ
た
の
は
、
曇
鸞
大
師
で
あ
る
。
小
論
で
特 
に
と
り
あ
げ
る
テ
ー
マ
は
『
論
註
』
の
名
号
観
が
、
名
即
法
と
も 
経
体
名
号
と
も
解
釈
さ
れ
、
其
の
真
実
性
が
広
略
相
入
、
体
用
不 
二
の
浄
土
荘
厳
に
即
し
て
論
証
さ
れ' 
光
明
名
が
根
元
語
的
に
探 
究
さ
れ
て' 
つ
い
に
「
同
一
念
仏
無­
一
別
道
一
故
遠
通
夫
四
海
之
内 
皆
為
一
一
兄
弟
一
也
、
眷
属
無
量
焉
可
一
一
思
議
一
」
と
い
う
世
界
語
へ
の 
志
向
が
看
取
さ
れ
る
意
味
、
即
ち
「
こ
と
ば
」
と
し
て
の
名
号
に 
つ
い
て
で
あ
っ
て' 
言
語
に
お
け
る
一
般
的
な
諸
問
題
、㈠
言
語 
と
事
理
、㈡
言
語
と
国
土
、㈢
表
現
と
伝
達' 
㈣
言
語
と
世
界
の 
関
係
の
解
明
が
念
仏
の
立
場
で
果
遂
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
の
で 
あ
る
。
大 
門 
照 
忍 
特
に
上
述
の
眷
属
功
徳
釈
は' 
『
論
註
』
上
巻
で
「
仏
本
何
故 
興-
此
願
一
見
一-
有
国
土-
或
以-
胞
血-
為-
身
器-
或
以-
糞
屎-
為- 
生
元
一
或
槐
棘
高
塀
出
一
一 
猜
狂
之
子
一
或
竪
子
婢
腹
出 
一
一
卓
犖
慈
住 
之 
オ
ー
譏
誚
耐
召
由"
之
懐"
火
恥
辱
縁
以
抱"
氷
所
以
願
言
使
〒
我
国
土 
悉
於­-
如
来
浄
花
中-
生
眷
属
平
等
与
奪
無
・
路
」
と
述
べ
階
層
の 
差
別
な
き
平
等
の
証
と
し
て
説
か
れ
、
 
下
巻
で
は
同
一
念
仏
の
眷 
属
無
量
の
証
と
し
て
明
さ
れ
、
其
を
可
能
な
ら
し
め
て
い
る
如
来 
浄
花
の
本
質
と
は
何
か
と
い
う
問
題
を
提
起
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
 
「
欲"
還
ー
ー
其
郷
一
者
唱
ー
ー
其
国
諷
ハ 
欲
“
往--
其
邦-
者
先
效
一
一
其
国 
訛
ー
」(
太
平
広
記)
と
云
う
古
語
が
あ
る
が
、
真
実
無
為
涅
槃
の
家 
郷
に
往
還
す
る
眷
属
の
「
こ
と
ば
」
は' 
正
し
く
浄
土
の
語
た
る 
念
仏
で
あ
っ
て
、
宗
祖
聖
人
が
眷
属
功
徳
釈
文
を
『
行
巻
』
『
証 
巻
』
『
真
仏
土
巻
』
等
に
現
当
二
益
に
か
け
て
引
証
さ
れ
る
意
味 
も
こ
こ
に
あ
る
べ
く'
特
に
『
論
註
』
に
お
い
て
五
念
門
を
此
彼
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二
土
分
釈
さ
れ
る
方
っ
て
、
礼
拝
、 
讃
嘆
二
門
の
み
分
釈
さ
れ
な 
い
理
由
も
こ
こ
に
関
連
し
て
考
究
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
二
㈠
の
問
題
は' 
言
語
と
事
と
心
の
一
体
性
を
考
え
る
の
で
あ
る 
が
、 
4
£
件
〇
菠一
缶
は
「
人
は
動
物
の
中
で
言
葉
を
有
す
る
唯
一 
の
も
の
」
と
云
っ
て
い
る
よ
う
に' 
人
間
の
存
在
は
「
産
声
」
に 
初
ま
り
対
話
に
よ
っ
て
国
家
、
社
会
、
家
庭
に
生
き
死
後
も
言
葉 
の
記
憶
の
中
に
生
き
つ
づ
け
る
。
存
在
の
囚
子
と
な
る
も
の
は
言 
語
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で'
言
葉
—1
0
習
い
は
「
語
る
」
と
い
う
意 
味
の
動
詞
不
邕
口
に
よ
る
と
い
わ
れ
る
が' 
工
2.
才
関
習
は
 
0
卷
5-
と
い
う
事
が
開
示
す
る
〇
洋
!
ー
ー3
2
1
 
9
^
0
^
0
3
こ
と
で
あ 
る
と
解
釈
し
て
お
り' 
現
象
学9
益!1
0
目
:1
0
0
唱
の
語
源
解
釈 
に
よ
れ
ば' 
ギ
リ
シ
ャ
語
の
フ
ァ
イ
ノ 
メ
ノ
ン
と
ロ
ゴ
ス
に
根
基 
を
持
つ
と
い
わ
れ
る
が
、
そ
の
フ
ァ
イ
ノ 
メ
ノ
ン
は
フ
ァ
イ
ネ
ス 
タ
イ(
自
ら
を
顕
わ
す)
か
ら
生
じ
た
と
い
う
が' 
4
ユ
3
ナ〇
歩
〇48
は 
語
の
は
た
ら
き
を 
审
〇̂
巴!
！〇
^-
ー
ー
巴(
見
さ
せ
る)
で
表
示
し
た
。
 
仏
教
的
に
い
え
ば
、
所
詮(
法)
を
能
詮(
名
句
文)
か
ら
開
示
解
釈 
す
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
自
己
顕
現
す
る
も
の
と
し
て
の 
(
言
葉)
な
の
で
あ
る
。
〇
譬5
が
言
葉
で
あ
り
、 
理
性
、
判
断
、
 
定
義
等
に
解
釈
さ
れ
る
所
以
で
あ
る
。
道
理
と
言
葉
と
の
本
質
的
関
係
と
音
声
的
顕
示
の
必
然
性
と
が
理
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
 
『
論
註
』
上
巻
、
妙
声
功
徳
釈
に
「
声
者
名
也
名
謂
安
楽
土
名 
経
言
若
人
但
聞
ニ
安
楽
浄
土
之
名­
欲
一
一
願
往
生
一
亦
得
レ
如
レ
願
此
名 
悟
レ
物
之
証
也
…
…
出
有
而
有
日
レ
微
…
…
名
能
開
悟
日
レ
妙
」
同 
下
巻
に
「
若
人
但
聞
ニ
彼
国
土
清
浄
安
楽
一
尅
念
願
レ
生
亦
得
二
往
生
一 
則
入-
一
正
定
聚
一
此
是
国
土
名
字
為-
一
仏
事
一
安
可-
思
議
一
」
と
述
べ 
ら
れ
る
所
以
も
お
の
ず
か
ら
理
解
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
尤
も
西
洋 
哲
学
の
言
語
観
と
仏
教
の
そ
れ
と
が
同
一
で
あ
る
と
い
う
の
で
は 
な
い
。
特
に
『
論
註
』
に
於
て
は
称
名
の
如
実
、
不
如
実
を
批
判 
さ
れ
て
、 
一
切
の
名
言
に
つ
き
名
即
法
、 
名
異
法
と
分
類
し
、 
名 
号' 
陀
羅
尼
等
以
外
の
あ
ら
ゆ
る
名
言
を
名
異
法
と
規
定
し
て
名 
義
の
不
一
致
性
、
非
妥
当
性
を
指
摘
し
て
い
る
し
、 
こ
の
事
例
と 
し
て
指
月
の
喩
を
あ
げ
、 
大
義
門
功
徳
釈
に
軟
心
菩
薩
を
声
聞
と 
譏
り
諂
曲
摩
弱
人
を
女
人
と
譏
り
、
無
知
の
人
を
盲
人
と
譏
る
よ 
う
な
「
与
奪
之
名
」
を
例
示
し
て
、
浄
土
に
は
か
か
る
事
実
も
名 
称
も
無
い
と
説
明
さ
れ
る
。
故
に
仏
名
号' 
仏
土
名
字
が
名
即
法 
で
あ
る
事
は
仏
名
そ
れ
自
体
が
実
相
法' 
至
極
无
生
清
浄
宝
珠
名 
号
と
し
て
自
証' 
証
自
証
さ
れ
る
と
共
に
主
体
的
に
仏
事
を
為
す 
の
で
あ
っ
て
、
「
名
以
召
レ
事
有
レ
事
乃
有
レ
名
」
と
い
う
相
即
性
が 
原
則
と
し
て
認
め
ら
れ
る
。
ロ
ゴ
ス
が
レ
ゲ
イ
ン
と
レ
ゴ
メ
イ
ン 
と
の
両
意
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
は' 
恰
も
法
が
任
持
自
性
軌
生
物
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解
の
機
能
を
持
つ
の
に
似
て
い
る
。
名
は
法
に
即
す
る
と
同
時
に 
事
に
相
即
す
る
の
で
あ
り
、
『
論
註
』
に
お
け
る
広
略
相
入' 
一
 
法
句' 
清
浄
句
、
真
実
智
慧
无
為
法
身
の
展
転
相
入
説
、
理
智
不 
ニ
の
世
界
観
は
名
に
於
て
も
適
用
さ
れ
て
お
る
。
三
経
の
経
体
を 
名
号
と
説
か
れ
た
こ
と
は
、
そ
の
決
定
的
証
明
で
あ
る
と
い
っ
て 
よ
い
。
一
如
は
言
亡
慮
絶
と
名
言
顕
現
の
二
面
を
持
つ
が
、
不
変 
(
勝
義
諦)
と
随
縁(
世
俗
諦)
の
関
係
に
於
け
る
名
言
観
は' 
世
俗 
諦
の
仮
立
客
名
と
見
な
さ
れ
、
真
如
へ
の
楷
梯
と
し
て
の
「
強
説
」 
に
す
ぎ
な
い
と
い
わ
れ
て
い
る
。
即
ち' 
名
義
は
本
来
的
に
不
相 
応
と
さ
れ
「
若
合
“
名
説"
火
時
応
”
焼
“ 
ロ
若
離
説"
火
水
応
“
来
… 
…
亦
不
合
亦
不
離
古
人
仮
為
立"
名
後
人
因
ー-
此
名
字-
識
ー­
是
事-
」 
(
大
論
ニ
五)
と
い
わ
れ
、
ま
た
聞
熏
習
を
重
視
す
る
唯
識
教
学
に 
し
て
も' 
名
言
を
真
如
の
即
自
的
表
現
と
は
見
な
い
の
で
あ
る
。
 
「
真
如
入-"
言
説
一
起
言
説
入­-
真
如-
起
」(
華-
厳
経)
と
説
か
れ
る 
関
係
は' 
名
I
!
き
代
句
! '
注£
1
文
旦
が
有
為
法
' 
不 
相
応
行
法
の
所
摂
と
し
て
実
有
法
と
規
定
さ
れ
、
毘
婆
沙
師
は 
「
有
説
」
と
し
て
十
一
種
を
列
ね
て
お
り' 
ま
た
「
名
身
等
有
情 
数
摂' 
能
説
者
成
非­
一
所
顕
義-
」(
倶
舎
論
五)
「
名
義
互
為"
客
」 
(
釈
論
七)
と
解
さ
れ
る
が
「
於
ー
一
諸
義
中
一
已
共
立
為-
一
能
詮
定
量-
」 
(
倶
舎
論
五)
の
根
拠
を
明
し
て
な
く
、
毘
婆
沙
師
は
劫
初
名
想
を 
仮
立
し
て
伝
来
す
る
と
い
う
の
み
で
理
由
を
示
さ
な
い
。
『
管
子
』
心
術
上
篇
に
も
名
は
聖
人
の
万
物
を
紀
す
る
所
以
だ
と
述
べ
、
 
的
は0
1
1
は
、
名
称
の
多
く
が
本
来
的
な
も
の
で
神
聖
な
人
の
み 
洞
察
表
現
出
来
る
と
述
べ
な
が
ら' 
約
束
に
よ
る
人
為
的
な
命
名 
も
あ
る
と
述
べ
て
お
り(1
&
3
.
4
1
0
5
)
、
ッ
〇-
ー
ー
弑
は
根
元
語
を
考 
え
て
人
間
が
話
す
の
で
な
く
、
人
間
の
本
性
が
共
鳴
す
る
と
い
い
、
 
其
の
内
在
的
言
語
が
発
音
器
官
に
合
一
し
最
初
の
音
声
を
発
生
し 
た
と
説
い
て
い
る
が
、
勿
論
そ
れ
は
民
俗
語
の
域
を
出
る
も
の
で 
は
な
い
。
イ
ン
ド
に
も
顕
現
論
者
の
常
住
説' 
生
起
論
者
の
人
為
説
の
対 
立
が
あ
っ
た
。8
1
1
3
は
非
人
為
的
結
合
関
係
と
考
え
適 
合
性
の
無
始
性
を
力
説
す
る
け
れ
ど
も' 
一
切
の
言
語
を
現
象
の 
根
源
と
す
れ
ば
視
覚
と
聴
覚
と
が
共
に
生
じ
聾
者
も
聴
覚
を
有
す 
る
事
に
な
る
不
合
理
性
を
脱
し
得
な
い
し' 5
2
^
8
5
1
1
1
6
等
は
言
語 
記
号
恣
意
説
を
立
て
る
が(
言
語
学
概
論
小
林
英
夫
訳)
、
 
そ
れ
で 
は
無
限
の
言
語
を
発
生
し
一
民
族
語
の
伝
統
さ
え
も
不
可
能
と
な 
る
で
あ
ろ
う
。
常
識
的
に
い
え
る
こ
と
は
不
合(
恣
意)
説
が
所
詮 
と
能
詮
の
結
合
し
た
不
特
定
の
時
点
で
想
定
さ
れ' 
合(
必
然)
説 
は
現
実
の
伝
達
意
識
の
中
に
所
詮
と
能
詮
と
の
結
合
態
で
肯
定
さ 
れ
、
荀
子
の
約
定
—
促
成
の
コ
ー
ス
を
経
て
宀
疋
着
す
る
。
こ
の
意 
味
で 
3
3
,
1
1
8
8
1
1
1
-
0
の 
い
わ
ゆ
る 
5
1
2
1
1
1
”
3
1
1
(
と 
5
1
2
0
1
ゴ6  
と
は 
経
典
の
能
詮
と
所
詮
と
の
関
係
に
相
当
す
る
。
宗
体
は
所
詮
能
詮
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の
関
係
で
規
定
さ
れ
る
立
場
と
宗
体
と
も
に
所
詮
の
内
容
と
し
て 
規
定
さ
れ
る
立
場
と
が
あ
る
と
さ
れ
て
き
た
が
、
『
論
註
』
の
経 
体
論
は
後
世
の
よ
う
に
対
概
念
と
し
て
の
宗
体
で
は
な
い
。
今
、
 
『
論
註
』
の
経
体
名
号
説
は
、
極
め
て
特
色
あ
る
名
言
観
と
い
う 
べ
く'
教
法
が' 
実
相
、
智
慧
、
名
言
の
統
合
態
と
し
て
明
さ
れ 
て
い
て' 
客
観
的
存
在
、
意
味
的
存
在
、
媒
介
的
存
在
と
し
て
の 
実
在
性
を
持
つ
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
有
機
的
関
係
に
立
つ
も 
の
で
其
の
証
明
は
何
所
依' 
何
故
依
、
云
何
依
の
釈
に
よ
っ
て
な 
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は' 
名
即
法
、 
名 
異
法
と
区
分
す
る
基
本
的
思
考
で
あ
り' 
名
即
法
に
お
い
て
の
み 
前
述
の
統
合
態
が
証
明
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
既
に
教
権
重
視
の
毘 
婆
沙
師
は
、
名
句
文
に
仏
建
立
と
世
間
建
立
と
を
分
別
し' 
『
旧 
約
聖
書
』
創
世
紀
に
も
神
が
昼' 
夜
を
命
名
し' 
ア
ダ
ム
が
生
物 
に
命
名
し
た
事
例
を
あ
げ
て
い
る
が
、
も
し
名
号
を
一
般
名
言
と 
同
一
次
元
で
解
釈
す
る
と
、
中
観
哲
学
の
仮
名
説
と
な
り
、
月
称
が 
世
俗
の
語
に
三
義
を
設
け
る
の
も
世
間
言
説
が
無
知
覆
障
に
起
因 
す
る
も
の
に
な
り
、
 
お
そ
ら
く
名
号
の
勝
義
性
は
理
解
で
き
な
い 
で
あ
ろ
う
し
、
ま
た
浄
法
界
等
流
の
教
法
に
よ
っ
て
如
実
の
止
観 
成
就
を
説
く
唯
識
学
説
で
は
、
安
慧
が
言
説
を
通
説
と
す
る①
施 
設
②
知
行
③
顕
了
の
三
種
を
以
て
世
俗
諦
を
説
明
し(
中
辺
分 
別
論
釈
疏)
そ
れ
ぞ
れ
三
性
に
相
当
し
て' 
②
が
中
心
的
世
俗
諦
で
あ
り
、①
の
遍
計
所
執
的
施
設
立
名
と③
の
空
性
を
言
説
で
顕
述 
す
る
円
成
的
顕
了
と
は②
か
ら
展
開
す
る
向
下
相
と
向
上
相
と
を 
示
し
、
二
諦
説
と
三
性
説
の
交
際
が
う
か
が
わ
れ' 
名
言
が
単
な 
る
無
知
覆
障
で
な
く
勝
義
の
世
俗
に
お
け
る
顕
了
で
あ
る
所
以
を 
説
明
し
て
い
る
の
で
あ
る
が' 
名
即
法
と
は
質
的
差
が
あ
り' 
世 
俗
諦
の
覆
障
、
 
顕
了
二
重
性
が
解
明
さ
れ
る
た
め
に
は
顕
了
が
有 
情
の
業
で
な
く
本
願
力
住
持
に
由
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
な
く
て 
は
な
ら
な
い
。
た
と
え
ば
二
諦
説
に
つ
い
て
同
じ
中
観
系
統
の
嘉 
祥
は
体
正
、
用
正' 
あ
る
い
は
約
理
、
約
教
の
説
明
を
し
て
い
る 
が(
三
論
玄
義
、
大
乗
玄
論)
、
こ
れ
を
『
論
註
』
文
「
第
一
義
諦
者 
仏
因
縁
法
也 
此
諦
是
境
義
」
と
比
べ
、
更
に
は
生
見
と
無
生
智 
の
転
成
に
お
け
る
論
理
に
つ
い
て
考
え
て
み
て
も' 
懐
感
の
唯
識 
共
変' 
不
共
変
、
共
相
、
不
共
相
に
約
す
る
立
場(
群
疑
論)
と 
『
論
註
』
文
「
聞
一
ー
彼
阿
弥
陀
如
来
至
極
無
生
清
浄
宝
珠
名
号­
投­- 
之
濁
心
一 
念
念
之
中
罪
滅
心
浄
即
得
一
一
往
生­ :
:
:
有
一-
阿
弥
陀
如
来 
無
上
宝
珠
一
以
ー
ー
無
量
荘
厳
功
徳
成
就
帛-
裹
投-
一
一
之
於
ー
一
所
往
生
者 
心
水-
豈
不
“
能
ヤ
転-
一
生
見
一
為
”
無
生
智
士
乎:
：:
彼
下
品
人
雖
“
不 
“
知
一
一
法
性
無
生-
但
以
东
一
一
仏
名
ー
カ
・
作-
往
生
意-
願
“
生
一­
彼
土
ー 
彼
土
是
無
生
界
見
生
之
火
自
然
而
滅
」
と
を
対
照
す
る
と
、
其
の 
差
異
が
仏' 
仏
土
の
名
号
の
即
法
、
 
即
事
性
に
基
く
こ
と
が
理
解 
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
34
さ
て
「
声
者
名
也
」
と
い
わ
れ
る
が' 
名
言
と
音
声
と
の
関
係 
を' 
世
親
論
主
は
「
語
是
音
声
非
一
一
唯
音
声
即
令
》
了"
義' 
云
何 
令
“
了
謂
語
発
“
名
名
能
顕
“
義
乃
能
令"
了
非-
一
但
音
声
皆
称
為
マ
語 
要
由
レ
此
故
義
可
一
一
了
知
一
如"
是
音
声
方
称
レ
語
故
」(
俱
舎
論
五)
と 
も
「
有
情
名
声
謂
語
表
業
余
声
則
是
非
有
情
名
」(
同
、
一)
と
の 
べ
、
『
入
阿
毘
達
磨
論
』
で
「
要
依"
語
故
火
等
名
生
由
一
一
火
等
名
一 
詮
一
一
火
等
義
一
詮
者
謂
能
於
ー
一
所
顕
義
一 
生
一-
他
覚
慧
一
非
一
一
与
“
義
合
一 
声
有"
礙
故:
：:
然
四
種
法
似­
一
同
一
相
一
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
 
声(
能
顕)
義(
所
顕)
の
関
係
、
名
義
の
不
合' 
声
の
無
実
体
性
を 
考
え
、
 
ま
た
!
3
1
1
2マ
1
1
3
^
の
ス
ポ
ー
タ
説
で
は
語
と
声
音
と
を 
区
別
し' 
声
無
常
語
常
住
と
考
え' 
語
言
を
声
音
と
意
味
と
の
媒 
体
と
す
る
の
に
対
比
す
る
と
、
 
『
論
註
』
で
け
名
即
声
即
義
即
智 
の
微
妙
な
関
係
を
随
処
に
示
し
て
あ
り
、
所
謂
仏
建
立
の
名
言
と 
い
う
べ
き
も
の
の
特
色
を
見
る
の
で
あ
る
。
即
ち
仏
、
仏
土
の
名 
字
は
必
ず
音
声
と
な
っ
て
表
現
さ
れ
余
す
所
な
く
領
受
さ
れ' 
更 
に
十
方
世
界
に
交
響
す
る
声
と
し
て
普
流
行
す
る
の
で
あ
っ
て' 
後
世
の
宗
学
で
能
行
派' 
所
行
派
の
対
立
を
見
る
ご
と
き
は
名
声 
の
本
質
を
領
会
し
な
い
も
の
で
あ
り' 
4
1
巴
!
一
の
言
う
よ
う
に
声 
に
こ
そ
言
語
伝
達
の
全
秘
密
が
あ
り
、
声
を
失
っ
た
名
号
は
阿
毘 
達
磨
的
な
観
念
論
と
な
る
か' 
又
は
自
己
の
善
根
と
執
し' 
自
ら 
の
声
を
仏
名
に
増
執
す
る
定
散
自
力
の
称
名
と
な
る
他
は
な
い
。
名
号
は
如
来
の
声
で
あ
り
、
仏
土
の
響
で
あ
っ
て
、
そ
の
ま
ま
十 
方
諸
仏
、
法
界
衆
生
の
讃
嘆
の
称
名
と
な
っ
て
流
通
す
る
も
の
で 
あ
る
。
妙
声
功
徳
釈
に
は
名
声
不
遠/
不
微
妙
—
不
能
悟
物
の
三 
層
を
透
過
し
て' 
善
法
、
遠' 
微
妙
、
開
悟
の
相
即
態
と
し
て
の 
仏
土
名
字
を
示
し
、
「
名
能
開
悟
日
“
妙
」
の
仏
事
を
明
さ
れ
て
い 
る
。
「
名
能
開
悟
」
に
名
号
の
主
格
を
顕
し
「
以
“
名
能
悟
“
物
」
で 
は
仏
の
主
格
を
彰
さ
れ
る
か
ら' 
衆
生
は
聞
、
称
と
も
に
如
来
の 
願
心
を
仰
ぎ
、
招
喚
の
声
を
聞
く
の
で
あ
り' 
有
る
も
の
は
仏
、 
土
の
音
声
で
あ
る
。
こ
こ
で
再
び
体
性
と
名
言
の
関
係
を
考
え
る 
と
、
『
摂
大
乗
論
』
に
十
種
分
別
の
散
動
分
別
を
十
分
類
し
「
九
如 
"
名
取"
義
散
動
十
如"
義
取"
名
散
動
」
と
立
て
『
釈
論
』
巻
五
に 
「
経
言
対­
一
仮
立
名
一
分­
一
別
諸
法
一
釈
日
名
是
虚
仮
所
作
対
一
一
諸
名- 
分
一
一
別 
一
切
法
一:
:
:
経
言
由
一
一
仮
立
客
名
一
随
説
一
一
諸
法
一
釈
日
名 
不
一
一
与
“
法
同
相-
経
言
如
如
随
説
如
是
生
一-
起
執
着-
釈
日
随
一-
仮
所 
“
立
名
一
説­-
諸
法
一
計
一
一
名
与"
法
不"
異
」
と
名
言
虚
立
、
名
法
異 
体
を
力
説
し
て
い
る
が' 
十
種
分
別
は
『
大
乗
荘
厳
経
論
』
『
大 
乗
阿
毘
達
磨
集
論
』
等
に
も
あ
り
、
「
依
“
智
不"
依"
識
」
の
関
係 
が
十
種
分
別
と
無
分
別
智
と
の
対
比
に
於
て
論
ぜ
ら
れ
る
。
こ
こ 
に
唯
識
教
学
と
般
若
思
想
と
の
交
流
が
あ
り'
『
大
般
若
経
』
『
光 
讃
経
』
『
放
光
般
若
経
』
等
の
経
説
を
通
し
て
十
種
分
別
対
治
の
35
思
想
を
眺
め
る
と' 
龍
樹
、
無
着
、
世
親
両
教
系
の
交
渉
が
知
ら 
れ
る
と
共
に
両
教
系
の
名
言
観
が
仮
立
客
名
の
点
で
一
致
す
る
と 
看
取
し
得
る
。
す
る
と
『
論
註
』
の
名
言
観
は
何
に
由
る
の
で
あ 
ろ
う
か
。
大
乗
経
典
に
は
前
述
の
経
典
以
外
に' 
『
維
摩
経
』
で 
は
名
言
否
定(
弟
子
品
・
入
不
二
法
門
品)
名
言
肯
定(
不
思
議
品
・
観 
衆
生
品)
の
説
、
『
楞
伽
経
』
集
一
切
法
品
で
は
名
法
の
必
然
性 
の
否
定
、
名
言
無
く
て
法
顕
現
す
る
仏
土
の
事
例' 
無
常
品
に
は 
名
言
の
因(
分
別
習
気)
縁
(
発
音
器
官)
と
義
の
本
質(
三
慧
修
行) 
と
比
量
し
て
能
照(
言)
所
照(
義)
の
不
一
不
異
を
認
め
る
説
、
『
華 
厳
経
』
で
も
仮
名
字
の
否
定(
須
弥
頂
上
偈
讃
品
等)
語
境
界
不
思 
議
の
肯
定(
賢
首
品
等)
が
見
ら
れ
る
が' 
名
言
肯
定
の
根
拠
を
求 
め
る
と
名
声
と
光
明
の
相
即
関
係
で
証
明
さ
れ
る
よ
う
で
あ
る
。
 
『
華
厳
経
』
賢
首
品
、
出
現
品
に
は
光
明
、
仏
声
の
相
即
性
を
説 
き
、
『
首
楞
厳
経
』
七
に
も
光
明
、
神
呪
の
威
力
を
示
し' 
『
法 
華
経
』
安
楽
行
品
文
「
諸
仏
身
相
金
色
放--
無
量
光
一
照
一-
於
ー
切
一 
以
一
一
梵
音
声
一
演­
一
説
諸
法
一
」
、
 
如
来
神
力
品
文
「
舌
相
至
ー
ー
梵
天
一 
身
放
一
一
無
数
光
一
為
ヤ
求
一
一
仏
道
一
者
士
現
一
一
此
希
有
事-
:
:
:
能
持­-
是 
経-
者
於
一
ー
諸
法
之
義
名
字
及
言
辞-
楽
説
無-
窮
尽­
如
・
風
於
ー
一
空 
中
一
一
切
無
障
礙
乂
於
一
一
如
来
滅
後
一
知
一
一
仏
所
説
経
因
縁
久
及
次
第
一 
随
“
義
如
実
説
」
に
も
義
不
可
説
の
制
約
を
超
え
る
智
慧(
光
明) 
の
名
言
が
見
ら
れ'
『
華
厳
経
』
如
来
名
号
品' 
四
一
諦
品
、
光
明
覚
品
の
次
第
が
如
来
身
語
意
を
信
の
対
象
と
す
る
意(
探
玄
記-
四) 
と
考
え
ら
れ
る
な
ど' 
ま
た
『
大
経
』
文
「
口
出
一
一
無
数
光
一:
:
:
 
梵
声
猶-
一
雷
震
ー
」
、
荘
厳
の
光
明
説
法
相
に
於
て
仏
教
的
名
言
観 
の
特
色
が
窺
わ
れ
る
。
仏
口
放
光
は' 
根
元
語
の
象
徴
的
表
現
で 
あ
り
、
「
諸
仏
法
欲"
与
ー­
衆
生
受
記
士
先
皆
微
笑
無
量
種
光
従
一
一
四 
牙
中
一
出
」
(
大
論)
と
釈
さ
れ
又
「
至
如
一
一
華
厳
極
唱
法
華
妙
談
ー 
且
未"
見"
有
一-
普
授­
衆
生
一
生
皆
得
一-
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
記
ー 
者
誠
所
謂
不
可
思
議
功
徳
之
利
也
」 (
律
宗
、
 
用
欽)
と
い
わ
れ
る 
普
授
を
証
明
さ
れ
る
の
は
『
大
経
』
の
根
元
語
に
基
く
も
の
で
、
 
す
で
に
『
華
厳
経
』
第
一
会' 
如
来
現
相
品
に
も
金
口
の
放
光
を 
現
じ' 
説
聴
の
帰
趣
を
察
知
せ
し
め
ら
れ
、
『
法
華
経
』
序
品
に 
白
毫
放
光
を
現
じ
三
周
説
法
に
よ
り
譬
喩
品
、
授
記
品' 
五
百
弟 
子
授
記
品' 
人
記
品
と
記
別
さ
れ
法
師
品
の
総
記
別
に
至
る
大
悲 
を
『
大
経
』
に
於
て
決
定
的
な
ら
し
め
る
も
の
で
あ
る
。
 
龍
樹
大
士
が
「
仏
欲
“
現-
一
智
慧
一
光
明
神
相
故
先
出
一
一
身
光
一
」 
(
大
論
七)
と
解
し' 
世
親
論
主
が
「
如
一
一
彼
光
明
智
相
ー
」(
浄
土
論) 
と
釈
さ
れ
た
よ
う
に
光
明
、
名
声
の
不
離
な
る
所
以
こ
そ
浄
土
教 
の
中
核
を
な
す
も
の
で
あ
り
『
論
註
』
に
集
大
成
さ
れ
て
い
る
。
 
宗
祖
が
『
弥
陀
如
来
名
号
徳
』
で
特
に
名
号
と
光
明
の
相
即
性 
に
つ
き
経
文
と
龍
樹
、
世
親
、
曇
鸞
三
祖
の
釈
意
を
以
て
具
説
さ 
れ
る
理
由
も
こ
こ
に
あ
る
。
ち
な
み
に
す
で
に
述
べ
た
ア
ポ
フ
ァ
36
イ
ネ
ス
タ
イ
に
つ
い
て
も
フ
ァ
イ
ネ
ス
タ
イ
が
フ
ォ
ー
ス(
光)
と 
同
じ
く
フ
ァ
と
い
う
語
幹
に
属
す
る
か
ら
、
光
の
中
に
も
た
ら
す 
の
意
味
だ
と
い
わ
れ
る
の
も
光
と
語
の
相
即
性
を
示
す
よ
う
で
あ 
る
。な
お
、
『
涅
槃
経
』
の
名
言
観
に
つ
い
て
い
え
ば
如
来
性
品
の 
四
依
説
に
は
義
を
と
り
名
字
を
否
定
し
名
字
功
徳
品
に
は
ハ
味
具 
足
せ
る
大
般
涅
槃
の
名
の
功
徳
と
義
文
相
応
を
以
て
名
言
を
肯
定 
す
る
説
相
で
あ
る
が
、
特
に
仏
性
に
関
連
し
て
師
子
亂
品
に
眼
見
 ゝ
聞
見
を
説
き' 
迦
葉
品
に
「
従
“
他
聞
“
法
」
と
説
か
れ
仏
身
と
名 
言
と
の
関
係
を
察
知
せ
し
め
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
名
言
観
の
展
開
は
、
 
小
乗
教
—
”大
乗 
教' 
聖
道
教/
浄
土
教
の
指
向
性
で
理
解
さ
れ
る
。
『
大
毘
婆
沙 
論
』
に
名
義
関
係
の
四
説
を
出
し' 
法
有
的
立
場
と
法
空
的
立
場 
の
対
比
は' 
『
廻
靜
論
』
に
お
け
る
一
切
無
自
性
の
言
語
的
表
現 
の
難
者
を
想
起
せ
し
め
る
。
前
者
は
「
若
語
有
一
一
自
体
一
前
所
立
宗 
壊
如
“
是
則
有"
過
応
ー
ー
ー
更
説-
一
勝
因-
」
「
若
一
切
無"
体
言
語
是
ー 
切
言
語
自
無
“
体
何
能
遮
一
一
彼
体­
」
と
同
趣
で
あ
り
、
龍
樹
大
士 
が
「
如
或
有
一
一
丈
夫-
妄
取--
化
女
人
一
而
生
一-
於
欲
心
一
此
義
亦
如
“
 
是
」
と
答
破
さ
れ
る
が' 
宗
教
的
に
は
第
四
義
の
「
一
切
悉
顕
」 
の
意
こ
そ
注
目
す
べ
き
で' 
そ
れ
は
「
名
詮­-
自
性-
句
詮­-
差
別-
」 
(
唯
識
論)
「
法
自
体
唯
証
智
知
言
語
不
“
及
是
自
性
若
法
体
性
言
説
所
“
及
仮
智
所"
縁
是
為
一-
共
相
一
」(
述
記)
と
い
う
解
釈
で
は
顕 
現
し
な
い
。
毘
婆
沙
師
の
「
一
切
悉
顕
」
説
が
空
観
、
瑜
伽
教
学 
の
批
判
を
透
過
し
て
よ
り
高
い
次
元
で
結
実
す
る
に
は
『
論
註
』 
を
俟
た
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
有
無' 
因
果
を
否
定
す
る
中
観
哲 
学' 
有
無
、
因
果
の
法
則
を
根
本
意
識
阿
頼
耶
に
仮
立
す
る
と
説 
き' 
表
義
名
言
熏
義
、
顕
境
名
言
熏
習
の
名
言
分
別
、
言
依
、
計 
名
字
相
に
よ
っ
て
は
実
相
を
顕
証
し
得
な
い
と
す
る
瑜
伽
教
学
を 
超
え
て
浄
土
の
名
声
は' 
力
願
相
苻' 
性
修
不
二' 
広
略
相
入' 
因
浄
果
浄
の
道
理
に
於
て
不
可
思
議
の
仏
事
を
作
し
給
う
の
で
あ 
る
。
因
み
に'
名
声
仏
事
の
思
想
と
感
性
心
理
学
の
111&日
!
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の
関
係
を
見
る
と
、
後
者
は
諸
種
の
感
覚
の
モ
ダ 
リ
テ
ー
ト
相
互
間
の
類
似
性
共
通
性
を
説
い
て
い
る
。(
佐
久
間
鼎
、
 
音
声
と
言
語
—
そ
の
心
理
学
的
研
究)
こ
こ
に
想
起
さ
れ
る
の
は
「
自 
然
快
楽
之
音
」(
大
経)
「
皆
自
作
一
一
音
声­
」(
平
等
覚
経)
、
「
不
鼓 
自
鳴
」(
観
経)
等
と
あ
る
意
で
あ
り' 
仏
教
が
単
純
な
仮
立
客
名 
の
思
想
に
止
っ
て
い
た
ら
、
真
実
の
浄
土
教
は
成
立
し
な
か
っ
た 
で
あ
ろ
う
。
事
実' 
モ
ダ
ー
ル
間
現
象
の
宗
教
的
感
性
と
も
云
う 
べ
き
説
明
が
『
法
華
経
』
法
師
功
徳
品' 
『
大
経
』
上
巻
の
聞
声 
と
六
根
の
関
係
に
見
ら
れ
る
。
音
声
は
体
感
さ
れ
体
得
さ
れ
る
も 
の
で
あ
る
。
善
導
大
師
は
特
に
深
信
の
所
帰
と
し
て
仏
説
に
随
順 
す
べ
き
を
表
明
さ
れ
因
人
の
菩
薩
の
論
に
依
ら
な
い
所
以
を
力
説
37
さ
れ
、
経
は
い
か
な
る
論
よ
り
も
真
実
で
あ
り
、
世
親
論
主
が
述
べ 
ら
れ
る
よ
う
に
論
の
真
実
は
経
に
相
応
す
る
こ
と
で
決
定
さ
れ
る 
の
で
あ
る
。
『
如
来
会
』
に
説
く
三
摩
地
名
字
語
言
は
「
所
“
説
語 
言
与
一-
一
切
智
一
相
応:
：:
能
令
一
ー
ー
獲-
一
得
勝
奢
摩
他-
於
ー-
一
切
法
一 
証
ー
一
無
所
得
一
善
能
説
法
」
「
聞
ー
一
我
名
号-
応
“
時
証­
ー
得
寂
静
三
摩 
地
一
」
が
可
能
で
あ
り'
「
博
聞
ー-
諸
智
土
ー
」
の
純
粋
感
覚
が
成
就 
す
る
。
か
か
る
聞
こ
そ
「
非­-
耳
根
能
聞̂
声
亦
非
ー
ー
耳
識-
亦
非
一
一 
意
識
一 
能
聞
”
声
事
従-
一
 
多
因
縁
和
合­
故
得
“
聞
“
声:
:
:
仏
法
中
亦 
無"
有
一
一
一
法
能
作
能
見
能
知
一
」
(
大
論
こ
と
い
わ
れ
る
よ
う
に 
自
意
識
分
別
を
超
克
し' 
如
是
我
観
的
主
観' 
如
是
我
信
的
執
心 
を
破
し
て
常
に
「
如
是
我
聞
」
す
る
所
に
「
奢
摩
他
力
、
毘
鉢
舎 
那
力
」(
如
来
会)
具
足
す
る
全
心
身
的
聞
な
の
で
あ
る
。
 
こ
れ
が
尋
伺
も
言
語
も
な
い
ニ
禅
以
上
を
も' 
四
蘊
の
み
あ
り 
色
蘊
な
き
四
空
処
も
摂
取
す
る
名
声
の
力
な
の
で
あ
り
、
『
平
等 
覚
経
』
に
は
、
光
明
即
名
声(
光
明
名)
で
あ
り
、
称
(
名
、
光
明) 
が
五
乗
共
通
の
行
で
あ
る
と
さ
れ' 
名
声
の
超
階
層
性
を
示
し
、
 
ま
た
霊
山
現
土
以
前
の
釈
迦
指
勧
と
弥
勒
領
解
に
す
で
に
「
今
得 
"
値
“
仏
復
聞
一
一
無
量
寿
仏
声-
」
と
説
か
れ
て
い
る
所
に
名
声
の
此 
彼
二
土
を
一
如
に
つ
つ
む
超
境
界
性
を
知
る
の
で
あ
っ
て' 
礼
拝
、
 
讃
嘆
二
門
に
二
土
分
釈
を
さ
れ
な
い
『
論
詮
』
の
思
召
も
自
ら
領 
会
さ
れ
よ
う
。
十
方
衆
生
に
聞
え
る
名
声
は
、
聞
熏
習
の
よ
う
に
止
観
の
前
方
便
的
名
言
で
な
く'
止
観
の
根
拠
を
証
す
る
究
意
態 
で
あ
る
。
三
さ
て㈡
言
語
と
国
土
と
の
関
係
と
は' 
止
観
の
意
味
を
明
す
も 
の
で
あ
ろ
う
。
言
語
は
社
会
共
通
の
紐
帯
で
あ
り' 
民
族
の
風
土 
を
基
盤
と
す
る
民
族
語
相
互
間
に
は
超
え
難
き
感
受
差
が
の
こ
る
。
 
名
号
は
浄
土
の
依
正
二
報
の
光
明
名
で
あ
り' 
如
実
修
行
相
応
は 
二
知
三
信
に
よ
る
か
ら' 
願
心
荘
厳
を
観
知
し
て' 
浄
土
建
立
の 
因
果
を
観
察
す
る
事
に
於
て
浄
土
の
聖
衆
に
会
す
る
の
で
あ
り
、
 
二
不
知
三
不
信
不
信
の
不
如
実
修
行
は
、
止
観
な
き
称
名
で
あ
り 
浄
土
の
国
土
を
知
ら
ず
聖
衆
に
同
化
し
得
ざ
る
も
の
で
あ
る
。
蓮 
如
上
人
が
「
同
心
」
と
い
わ
れ
る
機
法
一
体
の
道
理
も
如
実
の
止 
観
を
意
味
す
る
と
い
っ
て
よ
い
。
か
く
て
国
土
を
意
味
す
る
も
の
は
『
論
註
』
眷
属
功
徳
釈
の
如 
来
正
覚
浄
花
で
あ
り' 
そ
こ
よ
り
化
生
す
る
同
一
念
仏
の
兄
弟
に 
お
い
て
民
俗
、
国
土'
言
語
の
関
係
が
明
さ
れ
て
い
る
。
土
は
蓮 
華
蔵
世
界
と
称
さ
れ'
『
観
経
』
華
座
観
に
「
是
本
法
蔵
比
丘
願
力 
所
成
」
と
述
べ
ら
れ
、
除
苦
悩
法
は
華
座
に
表
象
さ
れ
る
。
そ
れ 
は
「
随
“
意
変
現
施
一-
作
仏
事-
」
と
し
て
光
明
と
法
音
を
以
て
施 
作
さ
れ
、
住
立
空
中
の
三
尊
の
光
明
説
法
と
一
体
で
あ
っ
て
、
華
38
厳
思
想
を
摂
受
せ
る
後
期
の
『
無
量
寿
経
』
に
華
光
出
仏
が
加
説 
さ
れ' 
諸
仏
の
光
明
説
法
へ
展
開
す
る
説
相
と
一
致
す
る
。
 
こ
の
場
合
、
華
光
は
、
善
導
大
師
が
別
依
報
と
釈
さ
れ
た
よ
う 
に
依
正
を
住
持
し
給
う
一
如
法
界
の
表
象
で
あ
り' 
仏
華
(
華
厳 
経)
法
華
(
法
華
経)
人
華
(
浄
土
経
典)
の
関
係
を
統
一
す
る
も
の 
で
事
相
で
説
く
如
来
浄
華(
衆
宝
所
成
の
仏
華)
と
真
如
法
性
の
正 
覚
華(
法
華)
と
の
相
即
を
示
し
つ
つ
、
化
生
の
語
に
於
て
往
生
人 
(
人
華)
が
廻
向
の
行
信
に
由
り
同
一
法
性
を
証
す
る
事
を
示
さ
れ 
る
の
で
あ
り
「
悉
於­-
如
来
浄
華
中-
生
眷
属
平
等
」
、 
宗
祖
の
御 
左
訓
「
浄
華
ト
イ
フ
ハ
阿
弥
陀
仏
ニ
ナ
リ
タ
マ
ヒ
シ
ト
キ
ノ
華
ナ 
リ
コ
ノ
華
二
生
ズ
ル
衆
生
ハ
同
ー
ニ
念
仏
シ
テ
別
ノ
道
ナ
シ
ト
ナ 
り
」
の
意
も
然
り
で
あ
る
。
さ
れ
ば
顕
密
二
教
で
論
ず
る
心
蓮
開
敷
の
よ
う
に' 
真
如
仏
性 
(
顕
教)
肉
団
心
ハ
葉
蓮
華(
密
教)
と
い
わ
れ
る
衆
生
本
具
の
可
能 
性
を
主
と
す
る
の
で
な
く
「
阿
弥
陀
如
来
為
一
一
増
上
縁
ー
」
ゆ
え
に 
正
覚
華
化
生
な
の
で
あ
り
、
『
維
摩
経
』
意
を
以
て
「
此
喩
〒
凡
夫 
在
ー
一
煩
悩
渥
中
一
為
ー
ー
菩
薩-
開
導
能
生
・
仏
正
覚
花=
と
釈
さ
れ
る 
如
く
最
勝
の
法
と
最
劣
の
機
根
の
同
処
性
を
以
て
仏
教
の
尊
高
性 
と
普
遍
性
と
を
象
徴
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
如
来
大 
悲
に
よ
る
成
就
大
乗
根' 
成
就
出
世
善
根
、
「
本
則
三
三
之
品
今 
無­
ニ
ニ
之
殊
ー
」
と
い
う
同
化
性
は
「
蓮
華
に
象
徴
さ
れ
る
願
力
」
に
基
く
の
で
、
具
体
的
に
は
「
乗-
一
仏
願-
為
ー
ー
我
命-
」
と
い
う
新 
生
の
自
覚
と
同
一
念
仏
と
い
わ
れ
る
浄
土
の
「
こ
と
ば
」
の
領
解 
に
よ
っ
て
「
彼
清
浄
衆
生
之
所
ー
ー
受
用-
」
の
浄
土
の
一
員
た
り
得 
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は㈢
の
表
現
と
伝
達
の
問
題
に
関
連
す
る
。
「
観
彼
世
界 
相
」
「
観
仏
本
願
力
」
と
は
本
願
の
表
現
を
い
か
に
し
て
如
実
に 
止
観
す
る
か
を
問
う
も
の
で
あ
る
が
、
表
現
と
し
て
の
光
明
、
名 
声
は
一
体
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
如
実
の
了
解
は
甚
だ
難
い
の 
で
あ
り' 
相
応
と
い
う
意
味
は
表
現
と
了
解
の
一
致
を
意
味
す
る 
も
の
で
あ
る
。
お
よ
そ
言
語
表
現
は
其
の
即
時
性
、
即
理
性
に
よ 
り
直
接
的
理
解
を
可
能
な
ら
し
め
る
が' 
体
験
と
表
現
と
は
必
ず 
し
も
等
値
的
比
例
を
示
さ
ず' 
体
験
が
豊
富
な
程
表
現
は
反
比
例 
し' 
遂
に
不
立
文
字
、
黙
の
世
界
に
到
る
か' 
或
は
悟
性
的
認
識 
の
及
ば
ぬ
矛
盾
的
象
徴
的
言
語
、
例
示
す
れ
ば
「
庭
前
の
柏
樹
子
」 
等
の
公
案
を
提
示
す
る
に
至
る
の
で
あ
る
。
又
、
表
現
が
豊
饒
で 
体
験
が
貧
困
な
場
合
も
あ
り
「
心
ロ
各
異
言
念
無
“
実
」
と
い
わ 
れ
る
。
か
か
る
不
相
応
は
元
来
仮
立
客
名
の
制
約
に
よ
る
当
然
の 
結
果
で
あ
り' 
『
管
子
』
心
術
上
篇
に
も
「
名
は
実
を
過
ぐ
る
を 
得
ず' 
実
は
名
を
延
ば
す
を
得
ざ
る
を
言
う
」
と
論
じ
て
い
る
。
 
今
か
か
る
名
異
法
を
簡
捨
し
て
名(
表
現)
義
(
体
験)
相
応
の
名
即 
法
を
明
さ
れ
る
の
で
実
相
身(
光
明)
為
物
身(
名
号)
を
信
知
せ
し
39
め
る
故
に
、
領
解
は
名
義
の
由
っ
て
立
つ
原
体
験(
即
ち
法
蔵
願
心 
と
弥
陀
智
力
と
に
よ
り
荘
厳
さ
れ
た
仏
土)
を
観
知
し
て
相
応
す
る
の 
で
あ
る
。
「
云
何
観
云
何
生
一
一
信
心-
若
善
男
子
善
女
人
修
一
一
五
念
門 
行
一
成
就
畢
竟
得
匸
生
一
ー
安
楽
国
土
一
見
”
彼
阿
弥
陀
仏
よ
」
の
意
味
は
、
 
原
体
験
に
相
応
す
る
如
実
修
行
に
お
い
て
信
心
成
就
す
る
を
明
さ 
れ
る
の
で
霰
求
其
本
釈
ま
た
こ
の
意
と
同
じ
で
あ
る
。
 
こ
こ
に
名
号
が
「
こ
と
ば
」
と
し
て
表
現
さ
れ
、 
「
こ
と
ば
」 
に
よ
り
名
義
相
応
の
領
解
が
生
ま
れ
る
意
味
が
あ
る
。
前
述
の
よ 
う
に
仏
と
仏
土
の
名
字
が
仏
事
を
な
し
給
う
所
以
も
こ
こ
に
あ
り
、
 
衆
生
に
対
す
る
名
告
り
で
あ
り
招
喚
の
勅
命
で
あ
る
か
ら' 
念
仏 
と
は
独
語
で
な
く
て
我
と
汝
と
の
語
り
合
う
世
界
を
開
く
も
の
で 
あ
る
。
名
号
が
機
法
一
体
と
い
わ
れ' 
四
字
尊
号
で
な
く
六
字
名 
号
と
説
か
れ
る
の
も
こ
の
対
話
性
を
指
す
も
の
で
あ
り' 
三
宝
を 
見
聞
す
る
報
土
と
そ
れ
を
見
聞
せ
ざ
る
化
土
と
の
得
失
は
対
話
の 
有
無
と
い
っ
て
よ
い
。
前
者
が
善
友
慶
楽
す
る
平
等
の
世
界
で
あ 
る
と
さ
れ
、
因
順
余
方
と
し
て
国
中
人
天' 
声
聞' 
菩
薩
の
名
を 
と
ど
め
つ
つ
あ
ら
ゆ
る
階
層
を
一
如
た
ら
し
め' 
同
一
念
仏
の
対 
話
を
可
能
な
ら
し
め
る
風
土
の
根
基
は' 
如
来
を
父
母
と
し
て' 
正
覚
華
よ
り
化
生
す
る
同
朋
社
会
に
あ
る
。
化
土
の
衆
生
が
孤
独 
の
世
界
に
閉
鎖
さ
れ
る
の
は' 
功
徳
と
し
て
の
名
号
を
修
習
し
至 
心
発
願' 
至
心
廻
向
す
る
の
み
で' 
名
声
仏
事
の
「
こ
と
ば
」
を
聞
か
ぬ
か
ら
で
あ
る
。
宗
祖
が
六
字
釈
で
約
機
、
約
法
二
釈
を
設 
け
ら
れ
る
の
も
名
号
の
対
話
性
を
証
明
さ
れ
、
 
自
力
称
名
の
利
己 
的
独
語
性
を
簡
別
さ
れ
る
た
め
で
あ
る
。
「
仏
本
何
故
起
一
一
此
荘
厳-
」
と
ー
ー
の
荘
厳
が
大
悲
願
心
に
由 
る
を
明
さ
れ
る
の
は
如
来
—V
衆
生
の
招
喚
で
あ
り
、
「
乗
ー
ー
仏
願
一 
為
一
一
我
命­
」
は
如
来
匸
衆
生
の
随
順
で
あ
っ
て' 
こ
の
呼
応
関
係 
が
名
声
な
の
で
あ
る
。
因
み
に
、
『
論
註
』
で
は
翻
訳
の
問
題
も
と
り
あ
げ
て
表
現
と 
伝
達
の
関
係
を
指
示
し
て
い
る
が
、
「
優
婆
提
舎
此
間
無­
一
正
名
相 
訳
一
若
挙
ー
ー
ー
隅
ー
可
一
一
名為
,
，
論
所
一
一
以
無
一
一
正
名
訳-
者
以-
一
此
間
本 
無
ね
故
」
と
論
じ
て
、
無
仏
と
い
う
風
土
の
差
異
を
以
て
無
翻
の 
理
由
を
立
て
、
一
隅
の
訳
を
理' 
喩
を
あ
げ
て
説
き
、
梵
音
を
存 
す
る
所
以
を
示
し
て
お
ら
れ
る
。
更
に
「
訳
ー
ー
奢
摩
他
一
日
“
止:
：
： 
此
訳
名
乃
不"
乖-
大
意-
於"
義
未"
満
是
知
止
語
浮
漫
不
正
 
得
一
一
奢
摩
他
名
一
也
如­-
椿
拓
楡
柳
一
雖
一
一
皆
名
『木
若
但
云
“
木
安 
得-
一
楡
柳-
耶
」
「
訳
一
一
毘
婆
舎
那-
日
“
観
但
汎
言
“
観
義
亦
未
“
満
」 
と
論
じ
、
触
功
徳
釈
に
は
「
註
者
言
此
間
土
石
草
木
各
有-
一
定
黠­
訳
者
何
縁
目
一-
彼
宝-
為
“
草
耶:
：:
余
若
参
訳
当-
一
別
有
口
途
」
と 
の
見
識
を
示
さ
れ
る
。
西
洋
に
も
ヰ
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あ
り
、
風
土
を
異
に
す
る
語
の
完
全
訳
が
至
難
で
あ
る
事
を
示
し 
て
い
る
が' 
我
々
は
、
曇
鸞
大
師
の
言
語
感
覚
の
偉
大
さ
を
知
る 
と
共
に
、
『
論
註
』
の
名
号
観
が
単
な
る
翻
訳
的
理
解
で
は
な
く 
正
し
く
如
来
の
原
体
験
を
如
実
に
随
体
験
せ
し
め
て
一
心
に
結
帰 
せ
し
め
給
う
所
以
を
深
く
領
解
す
べ
き
で
あ
る
。
㈣
言
語
と
世
界
の
問
題
は
、
上
述
の
諸
問
題
を
ふ
く
め
て
念
仏 
ー
道
こ
そ
無
辺
の
世
界
語
で
あ
る
事
を
提
示
す
る
も
の
で' 
十
方 
衆
生
は
民
族 '
言
語
、
風
俗
を
異
に
す
る
が
三
界
の
摂
と
し
て
は 
器
同
の
存
在
で
あ
り
、
仏
願
の
生
起
に
関
わ
る
世
間
で
あ
っ
て
、
 
「
我
土
菩
薩
皆
慈
悲
勇
猛
堅
固
志
願
能
捨
一
一
清
浄
土
一
至
丫
他
方
無
ー
ー 
仏
法
僧
一
処
士
住
一
一
持
荘
厳
仏
法
僧
宝
一
示
如
“
有
“
仏
使
ー
ー
仏
種
処
処 
不̂
断
」
の
志
願
は
、
時
間' 
空
間
を
超
え
て
普
遍
的
精
神
へ
と 
浄
化
さ
れ
る
意
で
あ
り
、
全
人
類
が
共
通
の
言
語
、
即
ち
同
一
念 
仏
に
於
て
対
話
の
可
能
性
を
見
出
す
と
共
に
、
そ
の
心
情
に
於
て 
は
「
莫"
非
一
一
一
是
阿
弥
陀
如
来
正
覚
浄
花
之
所­-
化
生­
」
の
連
帯
感 
に
よ
り
同
化
さ
れ
る
に
あ
る
。
そ
れ
は' 
語
り
合
う
世
界
で
あ
り
、
 
見
聞
三
宝
の
報
土
で
あ
る
。
言
葉
は
本
来
対
話
で
あ
っ
て' 
名
号 
が
機
法
一
体
と
い
わ
れ
四
字
名
号
で
な
く
六
字
名
号
で
あ
る
と
教 
え
ら
れ
る
所
以
も
こ
こ
に
あ
り
、 
聞
名
と
称
号
と
は
無
限
の
対
話 
無
辺
の
法
界
を
証
明
す
る
。
化
身
土
の
境
界
は
自
意
識
と
階
層
感 
に
固
く
つ
つ
ま
れ
て
い
て' 
名
声
と
光
明
に
遠
ざ
か
っ
た
孤
独
な
城
で
あ
り
、
時
の
流
れ
も
空
し
く
閉
さ
れ
た
自
身
に
疑
悔
す
る
も 
の
で
あ
る
。
第
十
八
願
の
機
の
み
如
来
浄
華
の
聖
衆
と
し
て
横
堅 
に
連
帯
感
を
持
ち
、
三
宝
を
見
聞
し
て
菩
薩
の
法
式
を
知
り
、
三 
宝
無
き
世
界
に
至
り
て
「
住
一-
持
荘
厳
仏
法
僧
宝­
」
し
て
仏
種
不 
断
の
大
悲
を
行
じ
得
る
の
で
あ
る
。
三
宝
の
有
無
は
そ
の
ま
ま
世
界' 
眷
属' 
言
語
の
有
無
に
関
わ 
る
と
い
う
事
実' 
そ
し
て
言
語
は
世
界
よ
り
響
流
す
る
も
の
で
は 
あ
る
が
、
同
時
に
言
語
に
よ
っ
て
世
界
は
成
就
す
る
と
い
う
関
係 
を
知
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
『
旧
約
聖
書
』
に
お
け
る
バ
ベ
ル
の
塔
の 
記
事
は
、
神
が
バ
ビ
ロ
ン
民
族
の
不
遜
を
罰
し
て
人
々
の
連
帯
機 
能
で
あ
っ
た
一
つ
の
言
葉
を
多
く
の
言
葉
に
分
裂
さ
せ
た
た
め
対 
話
が
出
来
な
く
な
っ
た
と
書
い
て
あ
る
。5
0
1
1
1
1
1
ま
は
言
葉
に
客 
観
性
と
主
観
性
と
を
分
類
し' 
話
さ
れ
る
と
い
う
事
実
を
と
ら
え 
得
る
場
合
を
前
者' 
信
仰' 
霊
、
神
に
関
わ
る
語
を
後
者
と
見
て 
い
る
が
、
名
号
は
単
な
る
主
観' 
客
観
の
区
分
を
止
揚
し
て
両
者 
を
包
摂
す
る
招
喚
と
応
答
の
主
客
無
碍
の
名
言
で
あ
る
。
『
論
註
』 
の
経
体
名
号
釈
は' 
こ
の
関
係
を
自
ら
明
確
に
し
て
い
る
。
一
般 
的
に
教
体
は
応
化
身
の
名
声
を
指
し' 
『
法
華
玄
義
』
に
は
声 
(
在
世)
色(
滅
後)
法
の
三
説
を
あ
げ
三
識
、
三
塵
を
対
配
し
て
い 
る
が' 
『
論
註
』
の
経
体
名
号
と
は
方
便
法
身
の
阿
弥
陀
如
来
の 
名
声' 
浄
土
の
名
字
を
指
す
も
の
で
あ
る
か
ら
「
仏
経
教
」
「
順
一-
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釈
迦
如
来
経
教-
」
と
い
う
釈
迦
の
教
説
が
「
経
者
常
也
」
と
い 
わ
れ
る
理
由
は' 
実
に
阿
弥
陀
如
来
の
三
種
荘
厳
功
徳
の
摂
化 
(
光
明
、
名
声)
が
「
能
与
ー
ー
衆
生-
作
一
一
大
饒
益
一
可
一
一-
常
行
一
一
干
世­
」 
の
故
に
で
あ
る
。
更
に
「
我
依
修
多
羅
」
の
依
に
つ
き
我
所
依1
 
修
多
羅
、
何
故
依
—
如
来
即
真
実
功
徳
相
、
云
何
依
—
修
五
念
門 
の
三
義
を
設
け
ら
れ
る
の
も
畢
竟
「
経
者
常
也
」
の
具
体
相
で
あ
る
。
結 
語
道
綽
禅
師
以
後' 
元
祖
に
至
る
ま
で
名
号
の
形
而
上
学
的
解
釈 
は
見
ら
れ
ず
一
貫
し
て
観
勝
称
劣
の
原
則
に
立
ち
、
凡
愚
易
修
の 
念
仏
往
生
を
勧
め
ら
れ
た
。
尤
も
元
祖
は' 
名
号
に
勝' 
易
二
徳 
を
立
て
て
お
ら
れ
る
。
曇
鸞
教
学
と
道
綽
禅
師
以
後
の
教
学
と
を
比
べ
る
と
、
後
者
の 
特
色
は
、
末
法
思
想
、
『
観
経
』
中
心
約
機
廃
立
に
あ
る
と
い
わ
れ 
て
い
る
が
、
前
者
は
名
号
の
本
来
性
を
解
明
し
如
実
修
行
相
応
の 
課
題
に
応
え
て
実
相
身
為
物
身
即
ち
光
明
名
号
と
信
知
し
て
ゆ
く 
「
如
来
あ
り
」
の
立
場
で
あ
り' 
後
者
は
機
の
現
実
性
を
凝
視
し 
本
願
相
応
の
主
題
に
対
し
て
「
順
一
一
彼
仏
願
一
故
」
と
就
行
立
信
す 
る
「
凡
夫
あ
り
」
の
立
場
で
あ
る
。
前
者
は
性
を
明
し
、
後
者
は 
修
を
主
と
す
る
学
風
と
も
い
え
よ
う
。
『
続
高
僧
伝
』
で
義
解
篇 
と
習
禅
篇' 
遺
身
篇
に
配
さ
れ
る
所
以
も
こ
こ
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
尅
実
し
て
い
え
ば
、
曇
鸞
教
学
の
名
号
観
は
「
浄
土
真 
実
之
行
」
を
法
性
の
世
界
の
根
元
語
と
し
て
聞
か
ん
と
す
る
も
の 
で
あ
り' 
一
方
善
導
教
学
の
そ
れ
は
「
選
択
本
願
之
行
」
を
末
法 
濁
世
の
如
実
語
と
し
て
称
え
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
然
る
に
名 
号
を
対
象
化' 
観
念
化
す
る
時
衆
生
の
行
と
し
て
の
実
践
性
が
看 
過
さ
れ' 
そ
の
信
仰
は
信
念
に
と
ど
ま
り
正
信
念
仏
の
具
体
性
を 
身
証
し
得
ず
、
ま
た
名
号
を
手
段
化
す
る
場
合' 
夙
に
摂
論
家
の 
別
時
意
説
あ
り
、
後
に
は
専
雑' 
或
は
一
念
多
念
の
確
執
が
あ
っ 
て
そ
れ
ぞ
れ
行
者
を
迷
失
さ
せ
た
の
は
何
故
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ 
は
性' 
修
の
立
場
に
偏
執
し
て
本
願
の
名
号
を
見
あ
や
ま
っ
た
た 
め
で
あ
ろ
う
。
名
号
を
衆
生
の
立
場
に
ひ
き
こ
む
時
、
量
的' 
質
的
に
或
は
増 
執
、
或
は
減
執
を
生
じ
て
、
元
祖
の
所
謂
勝
易
二
徳
が
看
過
さ
れ 
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
偏
依
善
導
の
元
祖
会
下
に
あ
っ
て' 
更
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
曇
鸞 
教
学
を
研
尋
さ
れ
た
宗
祖
の
着
法
眼
は
正
し
く
此
間
に
あ
っ
た
と 
い.
つ
べ
き
で
あ
る
。
「
行
巻
」
に
諸
仏
称
名
願
を
出
し' 
大
行
釈
に
は
五
正
行
に
依 
ら
ず
し
て
五
念
門
中
の
讃
嘆
門
に
依
り
又' 
眷
属
功
徳
釈
を
「
行 
巻
」
「
証
巻
」
「
真
仏
土
巻
」
等
に
現
当
二
益
に
か
け
て
引
証
さ 
れ
る
の
は
、
『
論
註
』
当
相
が
浄
土
聖
衆(
内
証
諸
仏)
称
名
と
看
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破
さ
れ' 
跨
節
の
源
義
と
し
て
現
益
を
讃
え
ら
れ
た
こ
と
、
妙
声 
功
徳
釈
を
「
証
巻
」
『
三
経
往
生
文
類
』
『
一
念
多
念
文
意
』
等
に 
御
引
用
あ
る
は
、
諸
仏
称
名
の
根
拠
を
種
的
基
体' 
即
ち
仏
土
の 
体
用
に
即
し
て
明
さ
れ
る
意
で' 
大
行
の
本
質
を
浄
土
の
性
に
於 
て
解
釈
さ
れ
た
の
は' 
『
論
註
』
の
名
号
観
に
立
つ
も
の
で
あ
る
。
 
『
論
註
』
で
は
、
特
に
国
土
名
字
の
仏
事
を
力
説
さ
れ
る
が
、
浄 
土
と
名
号
と
の
関
係
は
、
功
徳
蔵
、
御
左
訓
「
阿
弥
陀
如
来
ナ
リ
」 
「
名
号
ヲ
功
徳
蔵
卜
申
ス
ナ
リ
」' 
眷
属
功
徳
御
左
訓
「
コ
ノ
華
二 
生
ズ
ル
衆
生
ハ
同
一-
一
念
仏
シ
テ
別
ノ
道
ナ
シ
ト
ナ
リ
」
(
約
一
一
念 
仏-
)
「
真
実
ノ
浄
土 
ノ
外
ニ
殊
ノ
道
ナ
シ
ト
ナ
リ
」(
約-
浄
土-)
、
 
ま
た
「
行
巻
」(
坂
東
本)
「
本
願
名
号
正
定
業
」
の
「
浄
土
」
を 
「
名
号
」
と
改
句
さ
れ' 
『
浄
土
和
讃
』(
伝
真
慧
写
本)
の
「
仏 
道
」
を
「
土
〔
道
〕
」
と
朱
書
補
記
さ
れ
た
事
な
ど
で
示
さ
れ
る
。
 
こ
れ
名
号
が
通
途
の
仏
名
と
異
り
、
仏' 
菩
薩
、
仏
土
三
厳
を
包 
む
国
土
名
字
、
即
ち
浄
土
の
言
葉
と
し
て
此
彼
二
土
に
響
流
す
る 
事
実
を
示
し' 
一
切
衆
生
は
名
声
を
聞
思
し
て
そ
の
ま
ま
大
会
衆 
に
参
入
し
、
現
当
と
も
に
眷
属
功
徳
の
荘
厳
を
成
す
の
で
あ
る
。
 
故
に
称
名
は
眷
属
の
言
葉
即
ち
讃
嘆
で
あ
り' 
当
為' 
恣
意
を
超 
え
て
浄
土
の
名
声
に
交
響
す
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
こ
に
世
界
あ
り 
て
名
あ
り' 
名
あ
り
て
世
界
を
成
す
所
以
を
領
解
す
る
の
で
あ
る
。
 
さ
り
な
が
ら
称
名
は
仏
名
を
称
す
る
の
で
あ
っ
て
仏
土
名
を
称
す
る
の
で
は
な
い
。
こ
れ
三
厳
を
仏
に
統
一
す
る
か
ら
で
あ
る
が. 
宗
祖
は
十
二
光
仏
の
通
称
に
「:
：:
ト
マ
ウ
ス
」
と
規
定
さ
れ
乍 
ら
「
無
碍
光
如
来
」
に
の
み
「:
：:
ト
ナ
ヅ
ケ
タ
テ
マ
ツ
リ
タ
マ 
ヘ
リ
」 
「
ト
ナ
ヅ
ケ
タ
テ 
マ
ッ
レ
ル 
ナ
リ
」 
「
ト
ア
ラ 
ハ
シ
タ
マ
ヘ
り
」
と
述
べ
ら
れ
る
の
は
、
「
…
ト
マ
フ
ス
」
が 
如
来!
衆
生
の
一
方
性
な
る
に
対
し
、
「:
：:
ナ
ヅ
ケ
」
「:
：:
卜 
ア
ラ
ハ
シ
」
は
願
生
者
世
親
論
主
の
領
解
と
し
て
表
明
さ
れ' 
如 
来̂
衆
生
の
感
応
性
が
ス
ト
レ
ー
ト
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。
こ
の 
感
応
性
こ
そ
『
論
註
』
讃
嘆
門
釈
の
二
知
三
信
に
よ
る
も
の
で
如 
実
修
行
相
応
の
根
基
で
あ
る
。
二
種
法
身
を
釈
し
て
「
一
如
宝
海 
ヨ
リ
カ
タ
チ
ヲ
ア
ラ
ワ
シ
テ
法
蔵
菩
薩
ト
ナ
リ
タ
マ
ヒ
テ
方 
便
ト
マ
フ
ス
ハ
カ
タ
チ
ヲ
ア
ラ
ワ
シ
御
名
ヲ
シ
メ
シ
テ
衆
生-
ー
シ 
ラ
シ
メ
タ
マ
フ
」
と
あ
る
よ
う
に' 
一
如
の
世
界
か
ら
垂
名
示
形 
し
て
色
声
の
世
界
に
見
聞
せ
し
め
給
う
光
明
名
こ
そ
「
無
碍
光
如 
来
名
」
で
あ
り' 
我
等
凡
夫
が
礼
拝
、
讃
嘆
し
た
て
ま
つ
る
「
称 
無
碍
光
如
来
名
」
こ
そ
二
土
の
別
な
き
見
仏
聞
法
で
あ
る
。
而
し 
て
二
土
の
別
あ
る
作
願
、
観
察' 
廻
向
の
三
門
に
於
て
我
等
は
分 
を
省
み
て
貢
高
な
ら
ず' 
し
か
も
志
願
に
立
ち
て
卑
劣
な
ら
ざ
る 
菩
薩
道
を
実
践
す
る
の
で
あ
る
。
か
か
る
意
味
で
『
論
註
』
の
名 
号
観
は
菩
薩
道
に
お
け
る
「
こ
と
ば
」
の
論
理
を
解
明
し
た
も
の 
と
い
え
る
。
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